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講座名　「箱庭療法（ＷＳ）初級」

	お勧め文
	　箱庭療法は、1965年に河合隼雄先生がスイスより日本に導入して以来、広く臨床現場に浸透している心理療法の技法のひとつです。広く浸透しているのは、そのすぐれた有効性が臨床現場で経験的に認められているからにほかなりませんが、それに加えて、この技法が非常にシンプルな構成によっていることもその理由のひとつに挙げられるでしょう。

　実際、箱庭療法そのものはいたって簡単なことがらから成り立っています。それは、たくさんのミニチュアの中からいくつかを「選んで」砂の入った「箱」の中に「置く」。ただ、それだけです。どうして、このような単純なことが心理療法としてすぐれた効果をもつのでしょう？　それは、「選択」するという可能性の限定、「箱」に象徴される(治療者と来談者の)関係性、「置く」という行為に関連する固定化・現実化、これらのことがらが人のこころの動きや機能の要素としてとても重要な意味をもっているからだと思います。箱庭は、製作者のこころの動きを目の前に現前化させることで、その変化をうながす治療法だといえましょう。

　今回のワークショップでは、受講者の方々に実際に箱庭を作っていただいた上で(心理療法の技法を学び、それを使おうとするとき、自身がその技法を体験しておくということはとても重要だと思っています。もちろん、時間の制約もあり、今回のＷＳではほんとうにささやかな体験になるかと思いますがにもかかわらず意味深いものになるのではと思っています)　その上で、具体的な事例を通して、箱庭療法の実践的、および理論的な側面を検討していきたいと思っています。また、最後の回には、参加者から箱庭の事例を募って、検討する機会をもてたらと考えています。事例発表を希望される方は申込み時にその旨ご連絡ください。
川嵜　克哲【学習院大学　文学部教授】

	開催日・定員・受講料・場所・時間
	金曜日／定員２４名／受講料３０，０００円

講義：財団８階講義室、18：30～20：30

実習：クリエーションアカデミー研修室（地下鉄有楽町線千川駅から約7分）　18：30～21：00

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書

主な著書

　　　　の順
	第一回　２００９年５月１５日　箱庭療法の理論～ＷＳ導入～（1）
川嵜　克哲：学習院大学文学部教授　（第二回以降も同じ）
主な著書

『風景構成法の事例と展開－心理臨床の体験知』(共編著）誠信書房

『夢の分析－生成する「私」の根源』講談社

『セラピストは夢をどうとらえるか』 誠信書房

『箱庭療法の事例と展開』創元社
第二回　２００８年５月２２日　箱庭療法の理論～ＷＳ導入～（2）

第三回　２００８年５月２９日　箱庭療法実習（１）
第四回　２００８年６月５日　箱庭療法実習（２）
第五回　２００８年６月１２日　箱庭療法実習（３）
第六回　２００８年６月１９日　箱庭療法の実践（事例の検討を含む）
第七回　２００８年６月２６日　箱庭療法（ＷＳ）まとめ
【参加資格・受講条件】　参加資格をよく読んでいただいた上でご参加ください
· 担当講師に氏名・性別・職種・勤務先などＷＳに必要な情報の開示を承諾すること
· 臨床心理士、大学院生、職場で治療的に箱庭を利用している・しようとしている人

· 前回参加した人、クライエント的立場の人を除く
箱庭が全く初めての方

箱庭を実践されている方
第一・二回の講義前には、箱庭に少し触れていただけるような機会を設けております。ご自分で触れていただいたうえで、聴講いただけます。

事例検討を希望する方は、申込書に「事例発表希望」とご記入ください。事前に講師と協議の上「第六回箱庭療法の実践」で検討いたします。
【実習の進め方】

· 24名（定員）を4名ずつの6つのグループに分けます（第一回講義時に発表）。

実習日

前半

後半

5月２９日

4人

4人

６月５日

4人

4人

６月1２日

4人

4人

· 実習時間を前半（18：30開始）・後半（19：30頃開始）に分けて実習を行います。前半に4名、後半に4名に作品を作っていただき、先生にコメントいただきます。

· 受講生は、3回の実習日のうち1回、前半あるいは後半に実習を割り当てられます。例：「実習日：6月1日前半」。

【実習の割り振り】

· 参加できない実習日がある場合には、ご記入ください。その日に実習を組むことができない場合には「締め切り後」扱いとします（受講できません）。

· 実習は前半・後半に分けて行いますが、前半・後半の希望をお受けすることはできません。


